OB会（碧光会）会長任期中のできごと
　　　　　　　　　　　　　　　横浜市立大学精神医学教室同窓会誌No.04,2008（平成20年）
                                                         　　　　 村上弘司（昭和36年卒）
はじめに

私は平成14年9月の横浜市立大学精神医学教室ＯＢ会（碧光会）総会で会長に就任して、4年間の任期を果たすことが出来ました。その間の出来事を私または役員だけの記憶に残るだけでなく会員の皆様にも理解して頂きたいと思いまとめました。個人情報保護へ配慮しながら、ＯＢ会役員会・会長経由でどのようなことが進められていたかをお伝えしたいと思います。

1教授選　2　収入と支出　3　同窓会誌発刊について説明し、精神医学教室同窓会の資料・記録として提示します。教授選考方法は時代と共に変遷するでしょうが、「変わらぬヒトの心と動き」を知る上での参考としてもらいたいこと。収入支出は融通を利かせた使い方と厳格すぎる使い方がありますが、会則に則り適正な支出と経費削減に努めた過程。さらにＯＢ会発足10周年を記念して、現役とＯＢが共に情報交換・交流を目指した同窓会誌発刊の経緯をお伝えします。

1　教授選考　省略
2　ＯＢ会会計（収入と支出）
　年間ＯＢ会費は、私が知り得た他大学精神医学教室の情報では年5,000円前後が相場といえます。現在のＯＢ会は結成後会費制をとり、ＯＢ会総会費用、現役ＯＢ合同会への拠出金、FAX連絡網費などを賄うため年15,000円の会費で10年が過ぎました。

　支出面では、役員会に出席した多忙な先生方でも慣習？として交通費・飲食代は自腹で支払っておりました。また、100名を越す会員への会誌郵送作業は、担当役員がご自分の仕事以外に単独か家族の手を借りて行って来ました。こうした経済面や作業面で、負担にならず不快感を持たずにＯＢ会に協力してもらえるような予算執行を目指して幾つかの試みをして来ました
　　　　　図1　　平成６年～17年　収支と残金
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図1に示したように、収入は平成11年頃から漸増で、支出は大体同じレベルで経過して来ています。平成9年と平成15年は開講50周年記念誌、教授退官記念誌の発刊補助で支出が増加し、残金の減少が見られます。これは、合同会会則に則らずにＯＢ会予算から援助したことによります。

　私の任期中に予算執行で試みは次の通りです。

　1　役員以外の旧知の方に郵送業務など依頼

（ＯＢ会関連郵送業務と会員への連絡・同窓会誌郵送、役員会の連絡など）

2　特別会員の会費免除を会則通りに実施

3　役員会費用はＯＢ会負担

4　会費の値下げ（平成15年9月に会費を15,000円から12,000円に変更）

5　合同会事業には会則通り合同会費を利用する。

6　ＯＢ会総会会場と特別講演演者謝礼の変更による経費削減

7　会費納入促進

　同窓会誌広告料、経費削減、その他の効果でしょうか、平成15年頃から残金の増加傾向があり、さらに会費の値下げも可能かと思われます。なお、会計報告はどんぶり勘定的な報告ですが、複式簿記での報告の方が一般的です。「会社組織でないから必要ない」という方もおられると思いますが、少なくとも流動資産と当該年度の損益とが分けるべきでしょう。
3　同窓会誌発刊
会誌創刊の経緯は、同窓会誌第1号に紹介しましたが大略次の通りです。
同門会からＯＢ会となって平成15年9月に9回目の総会をを迎えました。その懇親会で、「10年目の記念行事を考えている？」とある先生が質問されました。しかし当時行事も事業も何も計画していません。その後、平安良雄教授とＯＢ会役員との懇親会や現役・ＯＢ合同役員会などで同窓会誌発刊を提案し、実際にＯＢ会総会で承認を得たのは平成16年９月になります。役員交代とその後任探しに手間取り、実際に動き出したのは平成17年5月下旬でした。製薬会社、クリニック・病院の協力もえて平成17年9月のＯＢ会総会に発行が間に合いました。

会誌発刊についてのＯＢ会と現役役員との話し合いで、「現役は発刊についての諸作業は協力できない、秘書も一部の援助することも出来ない、ＯＢ会で新たに秘書を教室に雇用してくれるなら協力できる」ということが分かり、予算の都合もありＯＢ会が主体で出版作業を行い、現役は原稿作成などを協力して作業が開始されました。

　第1号の原稿は巻頭言を平安教授にお願いし、野村博先生、関野ヤス先生、山口哲衛先生、井深健次郎先生の追悼文、精神医学教室現況、会員開設報告、寄稿文、新入会員自己紹介などの原稿を私と医師の会委員長を介してお願いしました。さらに印刷は斉藤惇先生（元横浜市総合保健医療センター長）の紹介で横浜市総合保健医療センター港風舎に依頼しました。製薬会社とＯＢ会関連のクリニック・病院院長には所定の書式（製薬会社等依頼先と相談作成）で依頼し、御協力を賜りました。これまで第3号まで発刊し、巻頭言、追悼文、会員開設報告、卒業年度別の先生方の寄稿、現役ＯＢ合同会とＯＢ会各総会での講演要旨、研究会報告、新入会員自己紹介などを基本としております。　会則は医師の会も含めて掲載する予定でしたが、医師の会役員の了承が得られずそのままになっています。

当初私が考えていたよりも早く整備されてきたかに見えます。約4年間この作業に携わり、役員在任も6年になります。会誌編集作業を次の世代に譲りたいと現ＯＢ会会長斉藤惇先生に相談したところ、木村逸雄先生が引き継いでくれることになりました。平成20年は私が補佐役でこの事業を進めております。さらに、担当者の作業と経費節減のために平成20年から医師の会委員長都甲崇先生紹介の印刷会社へ変更します。

会誌掲載項目と編集発刊過程での役割分担は次の通りです。

01　巻頭言はＯＢと現役で交代で担当する。

02　精神医学教室現況報告を精神医学教室、附属病院神経科、小児精神神経科、附属市民総合医療センター精神医療センターからの原稿は医師の会委員長を通して編集者へ送付

03　会員開設報告、医師の会、ＯＢ会の新入会員自己紹介はOB会会長または医師の会委員長を介す
るか、個人で編集者へ送付

04　慶弔事　現役関係は医師の会委員長を介して編集者へ送付、ＯＢは編集者へ送付

05　現役ＯＢ合同会とＯＢ会総会及び各委員会報告は編集者担当

06　会員名簿（卒業年度・所属機関のみ記載）

現役は医師の会委員長から編集者へ送付、ＯＢ会は編集者が情報収集

07　協賛製薬会社、クリニック・病院案内の版下など　編集者へ送付

08　追悼文、学会・研究会報告などの原稿は医師の会委員長または編集者へ送付

09　ＯＢ会、現役ＯＢ会合同会会則、合同会慶弔規定は編集者保存

10　会誌の配布：印刷会社から送付された会誌を各会で配布

おわりに

　私の4年間の会長在任中とその後の2年間の編集者の立場から三つの事項について、凡その経過と私の考え方を述べました。

教授選は今後どのような形式で行われるか分かりませんが、「教授選が行われる状況に置かれたヒトの行動様式と心の動き」は繰り返されてきましたので参考になれば幸いです。　

ＯＢ会の財政状況は経費節減と同窓会誌発刊などによって少し余裕が出来てきました。しかし、持続的なＯＢ会、合同会事業を進めてゆくには、役員など特定の方々に負担にならないように配慮し、ブラックボックスの中で適当に済まさないように明らかにしなければなりません。会員相互が世代を越えて、偏屈な大学国家主義にならず、状況変化に応じて相互に協力できる会であることを望みます。
注　　緑色フォント：村上の加えた説明；赤紫色フォント：村上の強調部分
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Sheet1

																																				同窓会誌決算

				平成6年		平成7年		平成8年		平成9年		平成10年		平成11年		平成12年		平成13年		平成14年		平成15年		平成16年		平成17年										支出		17年

		年度繰越金		84,286		624,952		818,046		1,443,029		824,734		1,001,757		1,412,645		1,616,734		1,934,779		2,234,307		1,997,517		2,379,521												予算		決算

		総会会費		377,000		450,000		312,000		510,000		372,000		390,000		504,000		280,000		372,000		406,000		220,000		280,000										印刷製版編集		225,100		215,100

		年会費		1,005,000		930,000		1,260,000		1,080,000		1,095,000		1,203,980		1,097,340		1,188,460		1,203,413		892,025		1,019,965		923,633										手直し				60,000

		役員会会費		0		0		0		0		0		80,000		0		0		0		90,000		0		0										表紙二回刷り				20,000

		利息その他		0		0		2,422		722		279		524		492		298		17		18		230,015		389,046

		収入合計		1,466,286		2,004,952		2,392,468		3,033,751		2,292,013		2,676,261		3,014,477		3,085,492		3,510,209		3,622,350		3,467,497		3,972,200										編集委員会費		20,000		50,000

		次年度繰越		624,952		818,046		1,443,029		824,734		1,001,757		1,412,645		1,616,734		1,934,779		2,234,307		1,997,517		2,379,521		2,608,890										郵送料依頼・郵送		20,000		27,680

		年度残金		624,952		818,046		1,443,029		824,734		1,001,757		1,412,645		1,616,738		1,934,779		2,234,307		1,997,517		2,441,521		2,608,890										人件費		50,000		100,000

		次年繰越増減		540,666		193,094		624,983		(618,295)		177,023		410,888		204,093		318,045		299,528		(236,790)		444,004		229,369										文具など事務費		50,000		21,944

		総会宴会費		337,382		373,818		250,000		630,000		490,000		504,000		588,000		361,025		490,000		483,000		364,000		284,892										合計		365,100		494,724

		OB現役合同会		360,000		360,000		360,000		360,000		360,000		360,000		360,000		360,000		360,000		360,000		360,000		360,000

		FAX連絡費		0		0		0		0		0		0		40,000		40,000		40,000		40,000		40,000		40,000										収入

		講師謝礼		0		0		70,000		320,000		120,000		220,000		250,000		220,000		250,000		130,000		180,000		130,000										病院クリニック　5				160,000

		交通会議費		0		42,095		111,052		87,065		151,158		103,845		98,945		102,096		40,000		144,092		75,114		128,322										製薬会社　14				450,000

		事務人件通信費		133,952		91,836		103,237		290,952		119,014		75,771		60,794		67,592		95,902		67,741		6,862		157,942										合計				610,000

		慶弔見舞費		10,000		319,157		55,150		21,000		50,084		0		0		0		0		0		0		0

		その他		0		0		0		500,000		0		0		0		0		0		400,000		0		0

		同窓誌刊行費																								262,154

		支出合計		841,334		1,186,906		949,439		2,209,017		1,290,256		1,263,616		1,397,739		1,150,713		1,275,902		1,624,833		1,025,976		1,363,310

		会員数(納付)						？(71 )		88（72）		87（73）		91（77）		？（77）		99（79）		103（80）		？（75）				103(78)
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